
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

糠小っ子
開校 明治 34(1901)年 

糠 内 学 園 

幕別町立糠内小学校 

 

学校だより

2 学期・令和 7 年を締めくくる 12 月 

                          校長 藤 井 将 弘 

 １２月は、陰暦の異称で師走、二十四節気では 7 日頃が大雪（たいせつ）、21

日頃が冬至（とうじ）になります。年中行事の関係では、御用納め、大晦日、除夜

の鐘、歳末助け合い運動などがあります。学校では、現在 7 日の公民館まつりに向

けた音色が響き渡り、本番を控えて練習に熱を帯びています。その後は、学力調査

や参観日（グリーンタイム発表会）、大掃除、終業式などの行事が続き、冬季休業

に入ります。２学期末でもあり年末でもあります。これまでの学習や生活のまとめ

をする月になることを願っています。  

 

 さて、師走とは、師馳せ月（しはせづき）から由来しているものであり、多くの

語源の中で、「師匠の僧が各家で経を読むために馳せ走る月」と考えるのがもっと

も有力的といわれています。また、師とは教師のことでもあり、「学校の先生も忙

しくて走り回る月」との説もあるようです。ただ最近は 12 月だけでなくても時間

の流れが早いと感じています。10 月 31 日に学習発表会が終わり、時間の流れが

一段落するだろうと思っていたところ、11 月は毎週毎週何らかの行事が入り、あ

っという間に一月が過ぎてこの師走を迎えました。  

  

2 学期も残り 1 か月（登校 18 日間）、令和 7（2025）年も残すところ 30 日

余りになり、いよいよ追われている感じが強くなってきました。焦りにより、思わ

ぬ事故が発生するのもこの時期に起こりがちでもあります。学校として普段と変わ

らない姿で子どもたちと接し、きめ細かな対応を進めていくことが大切であると思

っています。「学校の先生が忙しさ」に振り回されないよう終わりを見据えて一つ

ずつしっかりと取組を完了させる 12 月にしたいと考えています。  

 

 保護者の皆様におかれましては、年末・年始を控えた準備、お仕事の終わりに

向け、慌ただしさも最高潮かと存じます。また、管内的にも町内的にも児童生徒

のかぜや感染症等による体調不良者が多くなり、学級や学年、学校の閉鎖の報告

も伝わってきています。お身体にお気を付けいただくとともに、冬特有の事故、

熊にも注意のうえ、2 学期・令和 7 年を締めくくっていきたいものです。  

 



 

１０月３１日（金）に糠内小学校学習発表会を実施しました。特別時間割は２０日（月）か

ら始まりましたが、準備や取り組みは何週間も前から少しずつ進んでいました。これまでの学

習を基盤として発表を作り上げ、その内容も、全校で取り組んだ器楽と合唱、高学年の劇、中

学年の手品、低学年の民舞とバリエーションに富んだラインナップになり、見に来てくださっ

たみなさんを楽しませることができたと思います。成長の段階に応じて、子どもたちの主体性

を大切にして発表内容を検討し、子どもたちが意欲的に練習に取り組む様子も見られ、発表会

当日だけでなく練習や取り組みにも児童の成長がたくさん見られた実りある発表会になりま

した。衣装等の準備のご協力、本当にありがとうございました。当日は、たくさんのご参観あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

はじめのことば（１・２年） 器楽合奏「サザエさん/アンパンマンのマーチ」（全校） 

昔話法廷「３匹のこぶた」（５・６年） 

ぬかないファイブのびっくり！マジックショー（３・４年） 

民舞「あらうま」（１・２年） 

楽器演奏（１・２年） 楽器演奏（３・４年） 楽器演奏（５・６年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

  

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活について～食育指導
１１月１９日（水）、給食センターの酒井郁美栄養教諭による食育指導を行いました。１・２年生

は、給食のよさや必要性について学び、実際に使用している調理器具に触れることで調理を身近に感

じることができました。３・４年生は、実際に食品をかんでみて、よくかんで食べるとどんないいこ

とがあるのかについて詳しく学びました。５・６年生は、給食に使われている食材を５つの栄養素に

分類することで、バランスよく食べることのよさについて学びました。 

 

１１月４日（火）学校林植栽事業として、北海道ニッタ株式会社の神谷浩平さんを講師にお

迎えし、全校で木育をテーマに学習しました。木育とは、木を身近に使っていくことを通じて、

人と、木や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育むことをねらいとしています。 

３時間目は、神谷さんのお話から、林業について、北海道ニッタ株式会社について、カラマ

ツについて、森づくりについて学びましたが、児童は、林業とはどういった仕事なのか、そし

て林業と森づくりの関係などに興味を持ったようでした。４時間目は、全校児童が３人１班に

分かれ実際に木を植えました。現代でもクワで穴を掘って木を植えるそうですが、異学年の３

人が協力して作業し、グラウンド南側バックネット東側に、２０本のカラマツを植えることが

できました。今回植栽したカラマツは近年木材としての価値が上がっており、木種の選定理由

はカラマツの森づくりにも関係しています。子ども達と一緒にこの木も大きくなり、子ども達

の母校の思い出の一つになることと思います。 

 

終わりのことば（６年） 合唱「小さな世界/ぼくらの日々」（全校） 



糠小っ子の活躍
十勝子ども大会作品審査結果 

 

〇理科の部 

 銅賞 １年 和田 努 

○家庭科の部 

  佳作 ５年 田村 真琴 

 

○美術の部（工作・工芸） 

  特選 ３年 中川原柚月（最高賞） 

○美術の部（絵画） 

  入選 ３年 髙畠 稔典 

入選 ４年 寺林 春乃 

 

 

 

 

 

 

 

 ○美術の部（版画） 

  特選 ５年 田村 真琴（最高賞） 

  入選 ５年 髙畠 嗣実 

  入選 ６年 佐藤 天音 

入選 ６年 寺林 承助 

 

 

 

 

 

 

 

 ○書写・書道の部 

  佳作 ４年 寺林 春乃 

  佳作 ５年 佐藤 真莉 

  佳作 ５年 田村 真琴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定 
１日（月）安全点検日 定時退勤日 

２日（火）全校朝会 PTA総務部会  

図書室応援団  

３日（水）職員会議  

４日（木）分掌会議  

５日（金）分掌会議  

７日（日）糠内・駒畠合同公民館まつり 

１２時頃放課 

８日（月）振替休業 

９日（火）南幕生指連講演会  

図書室応援団  

１０日（水）校内研修会議 

 

１２日（金）スワディ号（返却のみ） 

職員会議  

１４日（日）町 P連研究大会  

１５日（月）学力調査 

１６日（火）学力調査 

図書室応援団  

１７日（水）学力調査 クラブ活動   

 

１９日（金）まくべつ教育の日 

２２日（月）職員会議（年度末反省） 

 

２３日（火）大掃除  

２４日（水）２学期終業式 大掃除 

２５日（木）冬季休業開始 

冬休み学習会 

２６日（金）冬休み学習会 

２９日（月）年末休暇（～３１日） 

学校閉庁日（～１月３日） 

 

◎３学期始業式 １月１４日（水） 

※１２月から、２年生は水曜日を４時

間授業とし、下校時刻を１３：１５に

変更します。 


